
第3次気候変動影響評価報告書にみる
北海道の気候変動影響

2026年10月13日
国立環境研究所 気候変動適応センター

資料6



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

2

本日の内容

１．第３次気候変動影響評価報告書について
-構成と活用例-

２．北海道の自治体では、どのような影響が報告されているのか
      -全国・北海道・地域の情報から、地域の影響を考える-

３．報告書を見る際の留意点・まとめ
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第３次気候変動影響評価報告書とは

・気候変動適応法に基づき、最新の科学的知見を踏まえ、おおむね５年ごとに作成
する気候変動影響の総合的な評価報告書

・第3次気候変動影響評価報告書では、【農業・林業・水産業】【水環境・水資
源】【自然生態系】【自然災害・沿岸域】【健康】【産業・経済活動】【国民生
活・都市生活】の７分野・80項目において、下記３つの観点で影響を評価

重大性：社会、経済、環境の3つの観点で評価した、影響の程度、可能性等。
現在、1.5～2℃上昇した場合、3～4℃上昇した場合の

                  3つの場合で、それぞれ重大性を評価

緊急性：影響の発現時期や追加的な適応策への意思決定が必要な時期

確信度：知見の種類・量・一致度等からの現在の状況や将来予測の確からしさ

⇒ 環境省サイト「第3次気候変動影響評価報告書」
https://www.env.go.jp/earth/earth/tekiou/page_00003.html

https://www.env.go.jp/earth/earth/tekiou/page_00003.html
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気候変動影響評価報告書に用いた文献数について

出典：環境省 第３次気候変動影響評価報告書（概要）をCCCAが加工
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第３次気候変動影響評価報告書の構成と活用例

出典：環境省 第３次気候変動影響評価報告書（概要）
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 北海道の自治体では、どのような影響を確認するとよいか

第3次影響評価報告書を使って、自分の地域で優先的に確認すべき影響を
考えてみる

① 「第3次影響評価報告書で新たに加わった項目」の確認

（現計画で網羅していなかった項目の確認）

新規策定の場合、新たに加わった項目を含め、全80項目を確認

⇒スライド7枚目参照

② 「特に優先的に対応が必要な項目」の確認

⇒スライド7～9枚目参照

③ 「特に強い影響を受ける地域・対象」の確認

北海道や道内地域レベルの記載もある
⇒スライド10～13枚目参照
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気候変動影響評価結果（一覧）
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★ 特に優先的に対応が必要な項目（概要p3参考）
★ 第3次影響評価報告書で新たに加わった項目（総説p3～5参考） 出典：環境省 第３次気候変動影響評価報告書（概要）をCCCAが加工
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出典：環境省 第３次気候変動影響評価報告書（概要）をCCCAが加工
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分野 大項目―小項目 気候変動影響の例

農
業
・
林
業
・
水
産
業

農業—
水稲

 夏季の高温による白未熟粒の増加、それに伴う外観品質の低下・1 等
米比率の低下

 さらなる気温の上昇による収量の減少
 斑点米カメムシ類の分布の拡大

農業—
果樹

 夏季の高温によるブドウ、リンゴ、ウンシュウミカンの果皮の着色不良・日
焼け・浮皮等の多発

 気温の上昇によるニホンナシ・モモ等の発芽・収穫時期等の変化
 さらなる気温の上昇によるウンシュウミカン・アボカド等の

栽培適地の変化
農業 —
生産基盤

 極端な大雨の頻度・降水量の増加による農地・農業用施設への被害
 少雨によるため池の貯水量の不足、それに伴う受益地での用

水不足

水産業—
沿岸域・内水面漁
業環境等

 海水温の上昇による沿岸性魚介類の漁獲種・資源量の変化、天然・
養殖海藻の収穫量・時期への影響

 内水面における水温の上昇によるワカサギのへい死・漁獲量
減少、アユの生息域・遡上時期の変化

表 重大性・緊急性・確信度が高い項目※等の気候変動影響の例
農業・林業・水産業を抜粋（総説P6～7に全分野が掲載）

※ 重大性（現状、1.5～2℃上昇時、3～4℃上昇時）・緊急性・確信度の評価が全てレベル３の項目及び分野別WGで、
重大性及び緊急性がレベル３かつ、新たに追加された項目又は社会的関心の高さ等を勘案して取り上げるべきとされた項目

出典：環境省 第３次気候変動影響評価報告書（総説）
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北海道全体を含む影響事例-1
分野

／項目
北海道について記載されている影響例（項目によっ
ては一部抜粋・要約）

時点 該当
ページ

農業／
野菜等

ばれいしょでは主産地である北海道において、夏季
に高温・乾燥となった年で収量が平年より低下した
事例があり、長期データからも夏季の高温が収量減
少に影響する傾向が示されている。また、高温多雨
の年には中心空洞が多発した事例が報告されている。

現在 総説p45
詳細
p24-25

農業／
果樹

北海道では、気温上昇によりワイン用ブドウの栽培
可能地域が拡大している。また将来、リンゴの栽培
適地が北海道で広がると予測されている。

現在・
将来

総説p46
詳細
p31-32

林業／
森林病
害虫
(特に強い影
響を受ける
地域・対象)

ヤツバキクイムシの年間世代数が増加し、エゾマ
ツ・アカエゾマツへの被害が増えることが懸念され
ている。また、北海道では1～2℃程度の気温上昇で
もトドマツオオアブラムシによる被害が拡大すると
いう予測が得られた研究もある。

将来 詳細p63

自然生
態系 ／
昆虫
(特に強い影
響を受ける
地域・対象)

北海道ではオオマルハナバチ、ヒメマルハナバチ等
の生息域の縮小が深刻である。

現在 詳細
P144,1
46
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分野
／項目

北海道について記載されている影響例（項目によっては
一部抜粋・要約）

時点 該当
ページ

自然災
害／洪
水
(特に強い影
響を受ける
地域・対象)

将来の降雨量の変化倍率について、2℃上昇時、4℃上
昇時ともに、北海道で全国平均を上回ると予測されてい
る。北海道では気温上昇に伴う飽和水蒸気量の増加率が
大きいことが影響しているためだと説明されている。

将来 総説p87
詳細
p219,
223-
224

自然災
害／土
砂災害
(特に強い影
響を受ける地
域・対象)

これまで土砂災害が少なかった東北地域、北海道地域に
も、近年豪雨による甚大な土砂災害が発生している。大
雨の発生域の変動は気候変動の影響であると考えられて
おり、そうすれば、今後東北地域や北海道地域では気候
変動の影響で土砂災害のリスクがより高まると考えられ
る。

現在・
将来

総説p92
詳細
p251-
257

健康／
熱中症

将来の熱中症発生率そのものは北海道では他地域より低
い傾向にある一方、現在を基準とした増加率は北海道・
東北・関東で大きいと予測されている。

現在・
将来

詳細
p284

北海道全体を含む影響事例-2

※地域名は出ていないが、熱中症に関する「特に強い影響を受ける地域・対象」と
して、下記内容が記載されている。
夏季の日最高WBGT値が低い地域ほど、熱中症警戒アラートが出されるような暑い
日の人口当たり熱中症搬送者数が多いことが報告されている。
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将来予測

現在＋将来予測

将来予測

A1 帯広地域（農林水産業）気温上昇によりばれいしょの収量低下が予測される（詳細p26,37）
A2 千歳川流域（農林水産業/自然災害) 大雨による農作物への被害増大が予測（詳細p51,223）
B1 厚岸湖(水環境・水資源) 大雨による低塩分化でカキ死亡リスク増加の可能性（詳細p91）
B2 網走湖（水環境・水資源） 融雪出水の弱まりにより塩分が十分に排出されず、
                                                           湖の塩水化が進行（詳細p92）
C1 知床半島(自然生態系)洪水の影響が強い流域ではカラフトマス生産性低下（詳細p163,164）
C2 大雪山国立公園（自然生態系）過去40年間にチシマザサの優占面積が31%拡大（詳細p128）

将来予測

現在

現在

C2

北海道内の具体的な場所を対象とした影響事例-1
（影響評価報告書での記載をまとめたもの）



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

13

D1 天塩川・石狩川・沙流川・鵡川（自然災害・沿岸域） 河川水位の上昇傾向（詳細p216）
D2 十勝川流域（自然災害・沿岸域）十勝川流域全体の年平均被害額の推計の推計が、4℃上昇

実験では約1,530億円（過去の過去の気候条件を再現した
  シミュレーションの約5.1倍）となった。（詳細p222）

E 札幌市(産業・経済活動) RCP8.5では、21世紀末、札幌市内の平地における採雪が困難とな
り、さっぽろ雪まつりの採雪費用が約2.2倍と予測。 （詳細p364）

F1 知床半島（国民生活・都市生活）知床半島の流氷が減少が、観光資源へ影響（詳細p435）
F2 大雪山地 (国民生活・都市生活） RCP8.5では、永久凍土適地が2070年頃に消滅。

トレイル等の安定性や高山生態系にも影響の可能性。(詳細p438）

D1

D1

D1

天塩川

D1
沙流川

鵡川

現在

将来予測

D2
E 石狩川

将来予測

F1

F2

将来予測

現在

北海道内の具体的な場所を対象とした影響事例-2
（影響評価報告書での記載をまとめたもの）
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報告書を見る際のまとめ・留意点

・第3次気候変動影響評価報告書には「特に強い影響を受ける地域・
対象」という整理がある→北海道が具体的に挙げられている影響も
ある。

・それとは別に、北海道内の具体的な地域に関する知見も収録
→農業、河川、湖沼、沿岸、健康、観光など幅広い。

・報告書に記載がない＝その地域で影響がない、ではない
→記載がないことは、影響がないことを示すものではない。

報告書は、現時点で得られている科学的知見を整理したものとして
読む。地域に関係する影響を確認する際の基礎資料として活用可能。
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参考情報
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道総研

■データで見る北海道の今と未来
https://www.hro.or.jp/hro/topics/rensai/data.html

■道総研の成果集
https://hroseika.jp/

北海道気候変動適応センター

■北海道の気候変動適応に関する研究情報、研究機関情報
（道総研、国立環境研究所、気象台情報ほか）
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/zcs/HoLCCCA5.html

https://www.hro.or.jp/hro/topics/rensai/data.html
https://hroseika.jp/
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/zcs/HoLCCCA5.html
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